
令和６年度砥部中学校学校評価 ＜判定基準＞

＜総合判定＞ 対象 ◎:評価点4･3が80%以上

Ａ:８割以上が肯定 生　徒 ○:評価点4･3が60%以上80%未満

Ｂ:６割以上が肯定 保護者 △:評価点4･3が40%以上60%未満

Ｃ:６割未満が肯定 教　員 ×:評価点4･3が40%未満

No 評価項目 総合判定 学校による考察・改善方策 対象 評価点４ 評価点３ 評価点２ 評価点１ 評価点平均 判定 前年度 一昨年度

生　徒 61% 31% 7% 1% 3.5 ◎
保護者 12% 39% 29% 19% 2.4 △
教　員 28% 69% 3% 0% 3.2 ◎
生　徒 40% 50% 8% 2% 3.3 ◎
保護者 18% 66% 13% 3% 3.0 ◎
教　員 21% 72% 7% 0% 3.1 ◎
生　徒 59% 38% 2% 1% 3.6 ◎
保護者 23% 62% 11% 4% 3.0 ◎
教　員 17% 59% 17% 7% 2.9 ○
生　徒 70% 28% 1% 1% 3.7 ◎
保護者

教　員 38% 48% 10% 3% 3.2 ◎
生　徒 46% 42% 8% 3% 3.3 ◎
保護者 24% 59% 12% 5% 3.0 ◎
教　員 31% 55% 10% 3% 3.1 ◎
生　徒 61% 36% 1% 1% 3.6 ◎
保護者 32% 59% 8% 1% 3.2 ◎
教　員 24% 55% 17% 3% 3.0 ○
生　徒 55% 38% 7% 0% 3.5 ◎
保護者 39% 55% 5% 1% 3.3 ◎
教　員 10% 83% 7% 0% 3.0 ◎
生　徒 48% 41% 9% 2% 3.4 ◎
保護者 24% 59% 16% 1% 3.1 ◎
教　員 38% 52% 10% 0% 3.3 ◎
生　徒 47% 40% 11% 3% 3.3 ◎
保護者 19% 55% 19% 7% 2.9 ○
教　員 28% 59% 14% 0% 3.1 ◎
生徒 64% 31% 3% 2% 3.6 ◎
保護者 24% 53% 16% 7% 2.9 ○
教員 31% 48% 14% 7% 3.0 ○

よくできた だいたいできた あまりできなかった できていない

評価点４ 評価点３ 評価点２ 評価点１

そう思う ややそう思う あまり思わない そう思わない

そう思う ややそう思う あまり思わない そう思わない

A

A A

A
いじめは絶対に許さないという教職員の共通し意

識のもと、毎月の調査や見守りを充実させ、いじめ
の未然防止に努めたい。また、ＳＲとの情報交換を
密に行い、誰一人取り残さない学校運営に努める。

砥部中は、いじめ・不登校問題等に対し、真剣に取り組んでいる。

学校はいじめ・不登校・非行問題等への生徒指導に力を入れている。

いじめ・不登校問題等に対し、的確な対応をしている。

8 集団づくり A

A A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

10 部活動 A
部活動の地域移行については、地域クラブと働き

方改革の関連から関係省庁、教育委員会の指導の下
で対応している。教員はコンプライアンスを意識し
ての指導となるよう、常に研修を重ねている。

砥部中は、部活動に熱心で、活動は充実している。

学校は生徒の心身の成長に応じた部活動の運営を行っている。

生徒の心身の成長に応じた部活動の運営を行っている。

9 いじめ・不登校

4 人権・同和教育 A
教職員の評価が低いため、その点を改善できるよ
う、今後は教職員同士の人権・同和教育の授業につ
いての意見交換の機会を増やしたり、教職員の研修
を充実させたりしていく。

砥部中は、人権に関する指導に力を入れている。

学年・学校行事への取組を上手に生かし、
学級・学年への所属感や連帯感を高める。自
分たちで学校をつくりあげたという成就感を
持たせる。

砥部中は、生徒一人一人を大切にした集団つくりに取り組んでいる。

学校は生徒一人一人を大切にした集団づくりに努めている。

生徒一人一人を大切にした集団つくりに努めている。

7 生徒会・学校行事 A
今後も、生徒一人一人が学級、学校の一員である

という自覚を持ち、自分たちの力で学校生活をより
充実させようという気持ちが芽生えるように、生徒
会活動や学校行事を工夫して行っていきたい。

砥部中の生徒会活動や学校行事・学年行事は充実している。

学校の生徒会活動や学校行事が充実している。

生徒の自発的、自治的活動を大切にし、主体性を育てている。

6 総合的な学習の時間 A
今年度は2年生の職場体験学習後に発表の機会を

設けられなかったので、活動内容の様子の周知不足
が考えられる。特に１、２年生の生徒の成果を紹介
したり発信したりする機会を設けたい。

砥部中は、総合的な学習の時間に熱心で、学習内容は充実している。

学校の総合的な学習の時間が充実している。

豊かな心を育てる体験活動を取り入れた指導を行っている。

5 教育相談 A
ＳＣやＳＳＷなど関係機関と連携し、生徒

にとってよりよい教育相談の在り方を研修
し、実践していくことで生徒に寄り添う工夫
をしていきたい。

砥部中の先生は、生徒の心の悩みをよく聞いてくれる。

学校は教育相談等により生徒の心に寄り添っている。

教育相談を充実させ、生徒理解を深めている。

主体的に人権・同和問題の指導に取り組んでいる。

質問項目

1 主体的学習態度 A

授業には意欲的・主体的に取り組めている生徒が
多いため、今後も「分かる授業」を実践するための
授業改善を図りながら、家庭学習の充実につながる
よう生徒一人一人の学習意欲の向上に努める。

私は、授業に熱心に取り組み、準備物や宿題などきちんと整えようとしている。

お子様は主体的に家庭学習を行っている。

学習意欲を育てる授業を行っている。

3 道徳教育 A
学年部で意識統一をして計画的に授業を取

り組んでいる。ローテーション道徳を取り入
れたり評価を工夫したりして更に充実した授
業にしていきたい。

砥部中は、道徳教育に熱心である。

学校の道徳教育が充実している。

道徳の授業の充実に努めている。

2 よくわかる授業 A

今後も引き続き、授業の目標や流れを明確に示
し、生徒が主体的に取り組める活動やICT活用の促
進、振り返りを通じて学習内容を定着させ、生徒に
とってより一層分かる・楽しい授業づくりに努め
る。

砥部中の先生は、生徒一人一人がよく分かる授業をしてくれる先生が多い。

学校は分かる授業に熱心に取り組んでいる。

工夫改善し、「わかる」授業を行っている。



No 評価項目 総合判定 学校による考察・改善方策 対象 評価点４ 評価点３ 評価点２ 評価点１ 評価点平均 判定 前年度 一昨年度

生徒 60% 34% 4% 2% 3.5 ◎
保護者 19% 65% 13% 3% 3.0 ◎
教員 28% 55% 14% 3% 3.1 ◎
生徒 51% 40% 8% 1% 3.4 ◎
保護者 23% 51% 22% 5% 2.9 ○
教員 48% 48% 3% 0% 3.4 ◎
生徒 44% 36% 16% 4% 3.2 ◎
保護者 28% 41% 21% 10% 2.9 ○
教員 10% 69% 14% 7% 2.8 ○
生徒

保護者 20% 56% 21% 3% 2.9 ○
教員 14% 76% 7% 3% 3.0 ◎
生徒 63% 28% 6% 2% 3.5 ◎
保護者

教員 38% 59% 3% 0% 3.3 ◎

14 家庭・地域との連携 B
学校から発信するＨＰにて日々の授業等の様子を

伝え、メールにて保護者への支援を充実させること
ができた。支援ボランティアと協力・連携を取り教
育活動の充実を図る。

学校から家庭・地域への情報提供が充実している。

適切な情報発信に努め、信頼される学校づくりに努めている。

13
早寝・早起き・
朝ごはん B

家庭科、保健体育科等の授業を通して、規
則正しい睡眠と朝食の重要性を学ばせ、主体
的に実践につなげられるよう指導している。

私は、早寝・早起き・朝ごはんなどの生活習慣が身に付いている。

お子様は早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身に付いている。

早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身に付くよう指導を行っている。

〇評議員からの質問・所見　◇学校の対応 学校の対応

１　部活動の地域移行について
○部活動の地域移行について、今後の動向を教えてほしい。
◇令和8年度から土日の部活動を廃止する方向で進められている。しかし、現状ではすべての部活動
に対する受け皿が整っていない。平日（月曜日～金曜日）は学校で部活動を行い、土日祝日は生徒
が希望するクラブに参加できるような仕組みが望ましいと考えている。
○部活動は生徒にとって大切な居場所であり、楽しく過ごすための大きな役割を果たしている。一
方で、「学校への愛着を感じていない」と感じている生徒が８％いるという現状もある。中学校生
活を少しでも楽しいものにし、「学校への愛着を感じていない」と思う生徒を減らしていければい
いと思う。そのためにも、部活動がないときの受け皿や、無料で安心して過ごせる場所の確保が今
後の課題である。
○家庭生活に関する課題も見受けられる。挨拶や早寝早起き、学習習慣の定着は、基本的には家庭
での習慣に依存するが、家庭の状況によっては難しい場合もある。家庭が生徒にとって心地よい環
境となるよう、学校としてもできる支援を検討していきたい。
２　生活習慣や交通マナーについて
○横断歩道で停まってくれた車への挨拶ができており、非常に気持ちの良い光景だった。
○徒歩通生のマナーや自転車通学生の並走について、交通ルールを遵守するよう徹底することが必
要である。
○自転車通学生はきちんとヘルメットを着用して登校している。徒歩通学生についても、小学校で
身に付けたマナーを守れており、大きな問題は見られない。
○旧33号線では、朝の時間帯に小学生の登校と自転車通学生の通行が交錯し、危険な状況になるこ
とがあるため、十分注意して登校する必要がある。
学校と地域との連携について
○運動会や放課後学習講座の様子を見て、生徒と教員の間に温かい人間関係が築かれていることを
実感した。
○コミュニティ・スクールの活動の一環として、校内の見守り巡回をお願いするのも良いのではな
いか。

・QRコード、URLによるアンケート方法をとっているが、回答人数は生徒４０９人、保護者192人
で高くはない。もう少し回答率を伸ばしたい。
・生徒アンケートの結果はプラスの評価の割合が、昨年度より下回った項目が１項目、上回った
項目が４項目と昨年度より良い結果となっている。プラス評価の割合が90％を下回った項目は
「早寝・早起き朝ごはんの生活習慣が身に付いている」「教育相談等による生徒に寄り添ってい
る」「生徒一人一人を大切にした集団づくり」「いじめ・不登校問題に対しての取組」であり、
今後の課題である。
・保護者アンケートの結果はプラスの評価の割合が、昨年度より下回った項目が３項目、上回っ
た項目が３項目という結果である。プラス評価の割合が低い項目は「お子様は主体的に家庭学習
を行っている」「学校はいじめ・不登校・非行問題等への生徒指導に力をいれている」「生徒は
進んで挨拶を行っている」「お子様は早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身に付いている」であ
る。教職員アンケートの結果はプラスの評価の割合が、昨年度より下回った項目が12項目、上
回った項目が１項目と昨年度より厳しい結果となっており、自身の担当でない質問に対する回答
の仕方を検討したい。
・来年度の重点課題は次の３点について取り組むことが必要であると考えられる。１「早寝・早
起き・朝ごはん生活習慣」について、生徒アンケート・保護者アンケート共に、プラス評価の割
合が低い。令和６年度は1年生で保健体育、技術・家庭、学活で朝ごはんの大切さについて教科
等横断的に学習を行った。今後は家庭への情報発信、家庭との連携の充実が必要である。２「い
じめ・不登校・非行問題等への生徒指導」について、に保護者アンケートのマイナス評価の割合
が高い。生徒アンケートからも一人一人を大切にした集団づくり、生徒に寄り添った学校づくり
の向上が必要であることがうかがえる。毎月の調査や見守りを充実させ、未然防止に努めたい。
３「家庭学習の向上に向けた主体的な学習習慣」について、特に保護者アンケートのマイナス評
価の割合が48％であり、かなり高い。家庭での学習習慣がまだまだ身に付いていないと考えられ
る。授業改善を図りながら、家庭学習の充実につながるよう生徒一人一人の学習意欲の向上に努
める。

15 砥部中学校への愛着 A
より一層、子どもの声を生かした活力ある

学校、ぬくもりある学校、信頼される学校を
目指し、お互いの存在を認め合える環境づく
りや居場所づくりに努める。

私は、砥部中学校が好きである。

砥部中学校に愛着がある。

12 挨拶の習慣 A
ときに触れ、挨拶の大切さを話し、社会生

活をしていく上での挨拶の大切さを考えさ
せ、学校全体で気持ちの良い挨拶を進んで交
わす雰囲気を作る。

私は、自ら進んで、気持ちのよいあいさつをするよう心がけている。

生徒は自ら進んで挨拶を行っている。

進んであいさつをするように指導を行っている。

A A

B B

A A

B B

A A11 事故防止・安全教育 A

交通安全の徹底に関しては、生徒の94%が肯定的
に捉えているが、保護者、教員の意識は、生徒と比
較してやや低い。決められた日と一斉下校時の登下
校指導を一人一人の教員が確実に実施していきた
い。

砥部中は、生徒の事故防止や交通安全に力を入れている。 

学校は生徒の事故防止や交通安全の徹底している。

徹底した交通安全指導を行っている。

質問項目


